ワーク解説

【 下  級 】
　第１課　「逃げ出したヨナ」
●質問１　単純な質問ですが、子どもたちと話をするきっかけのものです。
●質問２　ヨナの乗った船が嵐にあったのは、ヨナが神様の言葉に従わなかったからであること、そして、それは罪であることに気づかせます。
●質問３　自分は神様の言葉にしたがっているかどうか、具体的なことを聞いています。「いじめっ子にも神さまのことを伝える」という項目で、ヨナの気持ちを考えましょう。他にも十戒の項目を追加するなどして、自分の罪に気づかせましょう。

　第２課　「悔い改めたヨナ」
●質問１　迷路をたどると、「くいあらため」の６文字になります。ヨナが魚の腹の中で悔い改めの祈りをしていたことに気づかせましょう。
●質問２　子どもたちにとっては聞き慣れないこの言葉の意味を考えます。
●質問３　悔い改めとは具体的にどうすることかを話し合います。神さまは、悔い改めた人の心を雪よりも白くしてくださることを強調し、祈りを導きましょう。
　第３課　「愛を知ったヨナ」
●質問１　ヨナの気持ちを考えます。神様は、悔い改めたニネベの人々を見て、滅ばすことをやめたことを、お話の導入としてください。
●質問２　神さまは忍耐強く、一人も滅びないように悔い改めるのを待っておられる愛の方であることに気づかせましょう。
●質問３　罪を犯しても、自分の罪を認めて心からおわびする素直な人を、神は喜んで受け入れてくださることを学びます。恐れないで、正直に祈るよう促しましょう。



【 中  級 】
　第１課　「逃げ出したヨナ」
●罪とは何かを考えましょう。人の前だけでなく神の前に悪いことが罪であることを伝えます。
●人が見ていなくても神様は見ておられること、行いだけでなく心の中も見ておられることを話して下さい。

　第２課　「悔い改めたヨナ」
●悔い改めることだけでなく、イエス様の十字架を信じてはじめて罪がゆるされることを話してください。
●４番のハートの中にそれぞれの罪を書き、その罪を一つ一つ自分で告白しながら悔い改めの祈りができるように導いて下さい。２枚つながった黒いハートの紙に罪を書き込んだ白いハートを貼り付け、子供たち全員の罪の心を１本の十字架に負わせてキャンプファイヤーの火で燃やしてみてはとうでしょうか。
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　第３課　「愛を知ったヨナ」
●ヨナは自分が神様から赦されていることだけで満足し、ニネベの人たちを愛する心が欠けていました。第２課で、全ての罪を赦していただいた子どもたちの心の中に、他の友だちへの愛の心があるかどうかを一緒に考えてください。
●どんな友だちのことも愛して祈れる心を神様は喜んで下さることを伝えましょう。
　♪あいをください♪
（ホ･子どもさんびか78、イン･教会学校さんびか67他）

【 上  級 】
　第一課　「逃げ出したヨナ」
●質間１　導入のための質問。生徒がリラックスすることもねらいです。導く先生自身の失敗談を話すのも生徒の心を開くのに効果的でしょう。
●質問２　聖書をいっしょに開き、み言葉そのものから発見することが大切です。
●質問３　激しい嵐で、人々がパニックに陥っているようすを確認するとともに、そのようになさったのが主ご自身であることをはっきりさせます。
[bookmark: _GoBack]●質問４　どちらかの＊に○をします。そして「　　」に「ヨナ」とか「自分」と書ければ良いでしょう。
●質問５　ヨナの態度に対して主が怒りを覚えられたことを実感することがねらいです。良く考えた生徒が多少ずれたことを言っても、それを大切にしてあげてください。例えば「ヨナだけが悪いのに、船に乗っている他の客まで巻き込むのはかわいそうだが、仕方がない」とか、「わたしの言うことが聞けない者は死んでしまえ」などの答えがあっても否定せず、それを生かしながら主の怒りに気付かせるように持っていきましょう。
●質問６　ここで、この課の「神の言葉に従わないことは罪であることを発見する」という目標を達成できれば理想ですが、答を押し付けないように。次の質問で発見しても良いのです。
●質問７　暗唱聖句が生徒の個人的な悔い改めの祈りの言葉となれば理想です。でも無理をしないで第二課への期待を共有しつつ終わりましょう。
　第二課　「悔い改めたヨナ」
●暗唱聖句　より理解を深めるために、暗唱聖句の前の句も（　　）内に入れています。先生方で判断してくださり、（　　）内も含めて暗唱しても、そこは省いてもよろしいかと思います。
●質問１　導入のための質問です。導く先生自身の失敗談なども必要に応じて話しながら、「なかなか汚れがきれいにならない」というあたりを十分実感させた上で、★を読み、ここではあまり深く説明しないで、質問２に移ります。
●質問２　まず、ヒントなしで、自由に答えてもらいましょう。次に★のヒントを読み、「自分が悪いと分かっていたのだから『助けてください』だけではなく、きっと『ごめんなさい。私の罪をお赦しください』とも叫んだはずですね」という具合に持っていけばいかがでしょうか。生徒によっては、いつ出れるか分からない真っ暗な魚の腹の中で、自分の心の汚れと向き合ったという、その深刻さを想像させることも、より深い悔い改めへと導くのに効果的かもしれません。
●質問３　迷っていれば、２節を示しましょう。
●質問４　ヨナが悔い改めたので、主が答えてくださったことを確認するのが質問の意図です。
●質問５　キャンプの中心聖句が、ヨナの「救われた喜びと確信」の言葉であると確認します。
●質問６　時間をかけ、各生徒の状態に応じたカウンセリングをしましょう。主イエスの十字架の血こそが救いの根拠であることを明確に教えてください。
　第三課　「愛を知ったヨナ」
●質問１　「彼らの悪が主の前に上ってきた」から。もちろん生徒自身の表現でも良いです。
●質問２　参考になる聖書個所は３・５～９。
●質問３　参考になる聖書個所は３・10です。
●質問４　み言葉の通りに「砕けた魂（口語訳）」となります。でも大切なのは、生徒が自分の心、魂の状態を見つめ直し、自分は主の前に高ぶっているのか、砕かれているのか、どのようであるのかを、じっくり考えさせる機会とすることです。スペースの関係で、簡単にしていますが、生徒の状態に応じて、ふくらませ、深めてください。
●質問５　み言葉をいっしょに確認しましょう。
●質問６　例 ― 衰え果てた。死ぬほど怒った。当然のことのように怒った。つぶやいた。…など。
●質問７　答 ― 「悔」（あるいは「く」）と「い」。後半の答え ― 本物の「愛」で人々を「愛｣して…。
　ここで、主の愛について問いかけて、生徒の中から、主の愛の大きさ・深さに対する新鮮な感動が引き出されたり、また主の愛をテーマに自由に語り合うことができれば理想的でしょう。
●質問８　主の十字架へのはっきりとした信仰に導く機会となることを意図しています。押し付けにならないように留意しつつも、たましいへの最後の切り込みのつもりで取り組みましょう。
●質問９　滅びゆく魂のために祈って、伝道したい、との思いに導くことが意図されています。ぜひ教師自身の熱い思いを証ししてください。
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